
 

 
 

新年 明けましておめでとうございます。 
 

千葉県文化振興財団は、千葉県の文化芸術の創造・振興や将来の文化

の担い手となる人材の育成、さらに幅広い文化芸術活動に資する文化 

会館の管理運営の事業を実施し、千葉県の文化振興を図っております。 

県民の皆様には様々な文化芸術活動にご参加いただき、また企業・ 

団体・自治体及び関係者の皆様方から多大なご支援ご協力をいただいて

おりますことに深く感謝申し上げます。 
 
昨年は、東総文化会館の25周年記念事業に始まり、千葉県文化会館の

50周年を引き続き実施してまいりました。節目の年にふさわしい数々の

クラシックコンサートや歌舞伎公演、シンポジウムなどを開催しました

ところ、多くの県民の皆様に文化会館を訪れていただくことができました。 

特に、文化を継承していけるよう青少年向けのプログラムには積極的

に取り組んでおります。県内企業の皆様のご支援により、県内の幼稚園・

こども園に出向いて小編成オーケストラが演奏する「オーケストラと 

あそぼう」、県内の新進演奏家と千葉交響楽団が共演する「若い芽のα 

コンサート」、通常は演奏会に入れない未就学児童が楽しめる「親子de 

オペラ」などの事業を行い、ちば文化を広く県民の皆様にお届けして 

います。 
 
新年の千葉県文化会館は、1月7日のキエフ・バレエ公演「白鳥の湖」を皮切りに、2月に千葉交響楽団も 

出演する「音楽と映像のコラボレーションコンサート ～ギター 村治佳織＆ピアノ 黒木雪音～」を、そして 

3月には「こども歌舞伎公演」、「千葉県少年少女オーケストラ第22回定期演奏会（指揮：下野竜也、ピアノ： 

菊池洋子）」を実施します。東総文化会館では1月21日NHK公開番組「民謡魂ふるさとの唄」、1月27日ユネスコ

無形文化遺産 国指定重要無形文化財「組踊」特別鑑賞会を開催いたします。 
 

2020年オリンピック・パラリンピックに向けましては、国内外からのお客様をお迎えし、地元千葉の魅力を 

グローバルに伝える文化プログラムをさらに充実してまいりたいと考えています。文化芸術活動への参加は、 

体験することはもとより鑑賞すること、そして支えること、伝えることなどいろいろなかかわり方があります。 

千葉の文化がますます花開きますように、千葉県文化振興財団は「楽しむ、育む、伝える」をスローガンに 

これからも頑張ってまいりますので、引き続きご支援ご協力をお願い申し上げます。 
 
今年も皆様にとって輝かしい年となりますようお祈りしています。 
 
公益財団法人千葉県文化振興財団理事長 影山 美佐子 
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門松を寄贈していただきました！ 

 

去る12月26日(火)、一般社団法人千葉県造園 

緑化協会より、門松が寄贈されました。 

新しい年のスタートに相応しい立派な門松

に、職員一同身の引き締まる思いです。 

今年も、お客様を笑顔でお迎えし、楽しんで 

いただけるような会館運営、文化事業に取り組んで

参ります。どうぞよろしくお願いいたします。 



公演についての詳細は⇒千葉県文化振興財団ホームページ http://www.cbs.or.jp/ 

 

千葉県文化会館の思い出に！！ 千葉県文化会館  
 
 開館50周年を迎えた千葉県文化会館では、記念事業や、前号でもご紹介

した記念ランチなど様々な取組みを実施しています。  

 今回ご紹介するのは、50周年を記念して作製した当館オリジナルの  

ポストカードです。 

 皆様の思い出に残るものをと作製いたしました。  

 ポストカードは、全部で3種類ご用意しています。正面入口側からの 

全景や、大ホールの高く奥行きのある客席、曲線が美しいバルコニーと  

独特な形をした舞台など、どれも当館の特徴的な場所を撮影したものと  

なっています。 

 ご来館された記念、ご出演された記念、千葉県文化会館の思い出に、  

ぜひ１枚いかがでしょうか？ 

 今後も様々な記念事業を予定しております。皆様のご来館を心より  

お待ちしております。 

地域まるごと発見フェスタ in 東総 千葉県東総文化会館  
 
 春まだ浅い3月4日（日）に、文化会館をまるごと使い、幅広い  

資源を活用した地域ぐるみのフェスタを開催します。施設を4つの

エリアに分けて、たくさんの魅力を発信します。  

 大ホールの「鑑賞エリア」では“楽しむ”をキーワードに、ダンス

やよさこいなどのパフォーマンスで、賑やかに盛り上げます。  

 小ホールの「体験エリア」では“育む”をキーワードに、箏や  

パーカッションなどを気軽に体験できるコーナーを設けます。  

 「発見エリア」では“伝える”をキーワードに、北総四都市や銚子ジオパーク、ミニ水族館などの  

さまざまな展示で興味を惹き付けます。また、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の  

開催に向けて、車椅子フェンシングを紹介します。  

 「食と遊びのエリア」では“つなげる”をキーワードに、地域の食文化や特産物、昔懐かしい遊びに

触れるなど、ふるさとの魅力がいっぱいです。  

 見て聴いて感動し、触れて感じて楽しんで、新たな発見をしてみませんか？  

 ぜひご家族おそろいで遊びにいらして、笑顔の花を咲かせてください。  

子ども達の安全を守るために！ 千葉県少年少女オーケストラ＆千葉県こども歌舞伎アカデミー 
 

 千葉県少年少女オーケストラと千葉県こども歌舞伎アカデミーは、  

防犯講習会（11月26日）と避難訓練（12月2日）を行いました。  

 防犯講習では、千葉県警察本部生活安全総務課の方から、防犯のための

合言葉「いかのおすし」（いか
・ ・

ない、の
・

らない、お
・

お声を出す、す
・

ぐ逃げる、

し
・

らせる）などをご指導いただいたり、子ども達が簡単にできる緊急時の

対処法を、わかりやすく教えていただきました。  

 避難訓練では、財団の安全安心確保委員会の方から、災害の際に身を  

守る方法についてお話をいただいたき、次に大地震を想定した避難訓練を

行いました。子ども達が真剣に取り組むこのような訓練は、いざという  

ときにきっと役立つと思います。 

 これからも防犯や災害についての

意識を高め、臨機応変な行動が 

できるよう、こうした講習会や訓練

を行っていきたいと思います。 

 

 

 

緊急時の対処法を教わる少年少女オーケストラの団員 

新しい年を迎え、春の足音も

近づいてきました。千葉県  

文化会館開館50周年を記念

した事業も1月～3月にかけ

いよいよクライマックスを

迎えます。皆さま、どうぞお

楽しみに！  

編集後記 

避難訓練で人数を確認するこども歌舞伎の皆さん 


